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達成率
単位

回

人

２８年度

350

２９年度

所
管

健康部

事業内容
[２９年度]

委託の有無

事業目的

実績

10

実績

10 10

指標の名称

実施回数（６月～１月実施）

目標値

100.0%

①生活習慣病の予防

法令（義務）

一部委託

１．実施回数　一般：毎月１回（２月・４月は除く年１０回）、障害者：年２回
２．実施場所　台東保健所
３．定　　　員　１回：３５名
４．料　　　金　尿検査・血液検査・胸部Ｘ線検査等：３９０円　<希望者のみ>心電図検査：１，０４０円・聴力検査：８８０円

補助金の有無

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

長期総合
計画体系

 [基本目標]

昭和

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

 [施　　策]

年度

２７年度

中央図書館特設コーナーでの生活習慣病予防に関する蔵書やチラシの展開、生涯学習センタートレーニングルームで
の啓発チラシの掲示など、健診受診の重要性等に関する周知啓発を行った。

275

4,225

２７年度

事
務
事
業
の
実
績 0　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

1,527

0

－

平成３０年度　事務事業評価シート

（１）区民の主体的な健康づくりの支援

健康増進法・感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律根拠法令等

事務事業名 区民健診（循環器検診等）

　

保健サービス課

行政計画 事業NO. 計画事業名
事業の開始・終了年度

各種健康診断の推進

事
務
事
業
の
概
要

[事業開始]

手段の適切性

3
評
価
の
視
点

評価

3

今後の方向性

維持

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。

平成30年度より、健診業務全般を下谷・浅草両医師会に委託することで、受診者の自宅近くの医
療機関において希望の日時で受診することが可能となった。また、無料で受診可能とすることで、
利用者にとって受診しやすい環境となり、より高い事業効果が期待できる。

民間事業者に業務を委託して、安定的な健診を実施しているが、健診日時が月１回午前中、会場が保健所の
みと限られている。より高い事業効果を得るためには、受診しやすい環境の整備を検討する必要がある。

目標受診者数に達成していないが、受診者数は前年と同水準を維持しており、若年層の区民の生活習慣病予
防・早期発見に一定の成果は果たしている。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

目的達成度 3

効率性

前回評価から29年度
に改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

3,092

264

活動指標

事務事業コスト

(単位：千円)

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 4,233

115

2,823

4,643

111

321 309

148

評価の理由

実績

12

 直接の対象

健康診査を受ける機会の少ない区民の生活習慣病予防や早期発見につなげることができる。

コスト、受診者実績ともに前年の水準を維持している。効率的な事業運営を実施しているが、若年層の更なる健
康増進・健康に対する意識を向上させるには、自身の健康状態を定期的に相談できる「かかりつけ医」の定着
に結びつける必要がある。

1,923 1,819 1,528
　
　　決算額　(単位：千円)

種　別

1,820

２８年度

成果指標

2,695　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

4,619

1,924

３１年度

目標値

4,355

事業対象
 最終的な対象

１５歳以上４０歳未満の区民で受診を希望する者
同上

350

２９年度

0

0

4,619

303

　 健康診断業務（胸部Ｘ線撮影を除く）委託内容
国

健康診査を受ける機会の少ない４０歳未満の区民に対して健診を実施することにより、結核や生活習慣病等の早期発見や予
防を図ることを目的とする。

350受診者数 88.3%


